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副園長 関　弘子

15日 (月) 避難訓練

16日 (火) 身体測定

18日 (木) 乳児健診

26日 (金) 誕生会

大塚子どもふれあい館　　

　　ゆめの木
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園長 石坂孝喜

～敏感期～

新年 あけましておめでとうございます。

昨年は、少子高齢化の時代とはいえ、保育園が足りない、保育士がいないと問題になりました。

安倍内閣は、幼児教育の無償化、待機児の解消などの政策を出しました。それに合わせて保育士も

より多く必要となりました。

今年も、より保育所・保育士の必要性、幼児教育の重要性が増すでしょう。

そして、保育指針の見直しがあり、新たに保育園での保育と教育のことが検討されることになると思います。

本園でも、新たに乳児と幼児の保育課程の見直しをする予定です。幼児教育の重要性は言うまでもなく、

保育所より子どもの成長・発達を見据えて、保育園も今まで以上に、その内容・質が問われる事になります。

保護者の皆様のご意見やお考えをお聞かせくださいますようお願いします。

今年も職員一同より良い保育に向けて、子どもの生活環境を整えていきたいと存じます。

ひよこぐみさんからうさぎぐみさんまで、みんな少しづつですがお話が上手になってきています。
ひよこぐみさんは、「まま」「ばいばい」など、単語が出てきています。

こんな時にどう返せばよいのでしょう。
子ども達が、何か話そうと音を発した時に「○〇っていったの。」など返事をする事で、何か音(言葉)を
発することで 伝わることを学び、音の違いを知ります。お互いにやりとりする事を楽しむことが大切です。
やりとりを楽しみながら、子どもたちは着実に言葉を身につけていきます。
正確な発音は難しい場合もあります。無理せず大人がしっかりと発音してあげながら、見守っていきたいですね。

それよりも、どんな気持ちで話でいるのかを受け止め会話する楽しさをたくさん味合わせていくようにしましょう。
絵本や紙芝居は、テレビとは違い子どものペースで進められるので、場面をゆっくりと共有しながらやりとりができ

コミニュケーションの異本気持ちのやりとりにはよいと思います。
子どもたちと楽しみながら、コミニュケーションを深め、言葉の発達が出来たらいいですよね。

本園でうさぎぐみさん

もちつきを体験しました。

≪出来上がり💛≫

動物の写真絵本です。

動物の顔が 真正面からアップに

なっていて「こんにちは」と

次々と登場します。

しろくまちゃんがお母さんと一緒に

ホットケーキを作ります。

ホットケーキが焼けていくシーンは

子どもたちが大好きです。

「しーん」と何もなかった

地面から 「もこ」「にょき」と

何かが出てきて

子どもたちの感性を

磨いてくれる絵本です。

Ｘｍａｓ🎄

サンタさんがきたよ！！

サンタさん

ちょっとこわい･･･

ひよこぐみさん

ハイポーズ❣

楽しいことたくさ～ん💛

やわらかいねぇ～

ちょっと、ちょーだい

みんなで、わけよ♪

おおきーねー

まーるくなってきたよ

こねこね･･･

まーるく

≪りすぐみ≫

１名

≪うさきぐみ≫

３名

❤1月おたんじょうび
おめでとう❤

今月の絵本

子どもたちの元気な声と笑顔がお部屋に戻ってきました。

今年も毎日ワクワク‼楽しく過ごしていきたいと思います。

今年もよろしくお願いいたします。


